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１ ． 共通仕様書の適用 

 本工事の施工にあたっ ては、「 秋田県土木工事共通仕様書」 およ び「 施設機械工事等

共通仕様書( 農林水産省農村振興局整備部設計課) 」（ 以下、「 共通仕様書」 と いう ） に基

づき 実施し なければなら ない。  

 

２ ． 共通仕様書に対する 特記事項 

 共通仕様書に対する 特記事項は、 次のと おり と する 。  

 

 

第 1 編 共 通 編 

第 1 章 総   則 

 

第１ 節 工事種別 

 本工事の工事種別は、 機械器具設置工事と する 。  

 

第２ 節 工事カルテ作成・ 登録 

 本工事の「 工事カルテ」 登録における 工事種別は、 農業農村整備工と する 。  

 

第３ 節 履行報告等 

 履行報告書の提出は、 原則と し て翌月最初の月曜日( 土日祝日と 重なる 場合はその翌

日) と する 。  

 

第４ 節 第三者に対する 措置 

１ ．地区境界付近の施工においては境界を十分に確認する と と も に、他の施設（ 道路、

水路、 家屋等） と 近接し て施工する 場合は、 施設の保全について十分考慮し なけれ

ばなら ない。  

２ ． 公道及びその付近で工事を行う 場合には一般車両及び歩行者を最優先し 、 徐行及

び安全運転を遵守する と と も に、 必要に応じ て交通誘導員を配置する など、 交通安

全対策には万全に期さ なければなら ない。  
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第５ 節 関連機関と の調整 

 施工にあたり 常に由利本荘市と 連絡調整を図ら なければなら ない。  

 

第６ 節 デジタ ル写真管理情報基準 

 デジタ ル写真管理情報基準については、「 秋田県電子納品運用ガイ ド ラ イ ン( 案) 」 に

よ る も のと する 。  

 

第７ 節 建設副産物 

 共通仕様書第１ 編 1-1-24 建設副産物２ ． について、「 産業廃棄物管理票（ マニフ ェ

ス ト ）」 は、「 産業廃棄物管理票（ 紙マニフ ェ ス ト ） ま たは電子マニフェ ス ト 」 と 読み替

える も のと する 。  

 

第８ 節 特定建設資材の分別解体等・ 再資源化等 

 本工事における 特定建設資材の分別解体等・ 再資源化等については、 工事発注後に明

ら かになった事情で、予定し た条件によ り 難い場合には、監督員と 協議する も のと する 。 

 

１ ． 分別解体等の方法 

 明示し た以下の事項と 別の方法によ る 場合でも 変更の対象と はし ない。  

工

程

毎

作

業

内

容

及

び

解

体

方

法 

工 程 作業内容 分別解体等の方法 

①仮 設 仮設工事 

  有     無 

  手作業 

  手作業・ 機械作業の併用 

②土 工 仮設工事 

  有     無 

  手作業 

  手作業・ 機械作業の併用 

③基 礎 仮設工事 

  有     無 

  手作業 

  手作業・ 機械作業の併用 

④本体構造 仮設工事 

  有     無 

  手作業 

  手作業・ 機械作業の併用 

⑤本体付属品 仮設工事 

  有     無 

  手作業 

  手作業・ 機械作業の併用 

⑥その他 仮設工事 

  有     無 

  手作業 

  手作業・ 機械作業の併用 
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第９ 節 低騒音型建設機械 

 本工事において、「 建設工事に伴う 騒音振動対策技術指針（ 昭和 62 年 3 月 30 日建設

省経機発第 58 号）」 に基づき 、 下記工事の施工に使用する 対象建設機械は、「 低騒音型・

低振動型建設機械の特定に関する 規定（ 平成 13 年 4 月 9 日国土交通省告示第 487 号）」

に基づき 指定さ れた低騒音型建設機械を使用する も のと する 。  

 ただし 、こ れによ り 難い場合は、監督員と 協議の上、必要書類を提出する も のと する 。

ま た、 使用する 低騒音型建設機械は写真撮影を行い、 監督員に提出する も のと する 。  

 

第２ 章 工 事 一 般 

 

第１ 節 工事内容 

 こ の工事は、 由利本荘２ 期地区の実施計画に基づき 、 東由利堆肥センタ ーの浄化処理

施設のポンプ、 配管等を交換する も のである 。  

 

第２ 節 工程関係 

 １ ． 施工時期、 時間・ 施工方法の制限事項 

 ( 1) 現場内巡視 

  請負者は、 工事の中断期間中においては現場内巡視検討を行い、 安全の確保に努 

  めなければなら ない。  

 

第３ 節 安全対策関係 

 １ ． 交通安全に関する 事項 

 ( 1) 交通誘導員の配置 

  直接公道と の隣接工事はないが、 交通誘導員の配置については、 監督員と 協議す 

  る も のと する 。  
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第２ 編 材 料 編 

第１ 章 一 般 事 項 

 

第 1 節 旧 JI S マーク 製品の取り 扱い 

 工業標準化法の改正によ り 新 JI S マーク 制度が導入さ れ、平成 20 年 9 月 30 日をも っ

て旧 JI S マーク 認定業者の認証取得のための経過措置期間が終了と なっている 。旧工業

標準化法に基づいて製造さ れた「 旧 JI S マーク 製品」 を工事で使用する 場合の取り 扱い

については、 以下の通り と する 。  

( 1) 経過措置期間内に製造さ れた旧 JI S マーク 製品( 在庫品) についても 使用可能である 。 

( 2) 受注者は、旧 JI S マーク 製品を使用する 場合には、旧精度における 製品の証と し て、

「 日本工業規格表示認定書」 の写し を提出し 、 監督員の承諾を得なければなら ない。  

 

第２ 節 適用規格 

 施工にあたっては、 次の規格及び基準等を順守する こ と 。  

①日本工業規格 JI S 

②日本電気工業標準規格 JEM 

③電気規格調査会標準規格 JEC 

④電気設備技術基準 

⑤その他関連する 規格基準等 

 

第３ 節 工事名標示板 

( 1)  工事名標示板を２ 基設置する も のと する 。  

( 2)  請負者は工事名標示板の設置にあたっては、 第三者等への安全を確保し なけれ 

  ばなら ない。  
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第３ 編 共通編 

第１ 章 総   則 

 

第１ 節 段階確認 

 共通仕様書 第１ 編土木工事共通編「 1-1-26 監督員によ る 検査（ 確認を含む） 及び

立会等」 に基づき 段階確認を行う 工種と し て、 次の工種を追加する も のと する 。  

 

工 種 細 別 確認時期 確認項目 

機械器具設置 ― 

材料搬入時 機器検収 

据付状況ま たは完了時 撤去機器、 個数、 動作確認 

 

 

 

第４ 編 機械設備編 

第１ 章 一般事項 

 

第１ 節 共通事項 

 図面及び仕様書に記載し ていないために製作に疑義を生じ 、ま た見解に異をする 者が

ある と き は、 監督員と 協議の上決定する も のと する 。  

 

第２ 節 一般事項 

 ( 1) 整備一般 

  整備にあたっては、 関係する 諸基準、 規格を遵守し 、 十分検討を行い、 環境に即応

し た調和と 安全を確保でき る 設備にする も のと する 。  

 

( 2) 構造一般 

  構造については、 設計図書に示さ れる 水位、 水圧、 気象条件及び設計荷重条件等に

対し て、強度、剛性を有し 、耐久性に優れ、操作及び保守点検が容易なも のと する 。  
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第２ 章 設計仕様 

 

第１ 節 設計仕様 

 浄化処理設備修繕工事 N=1 式 

 

 設置する 設備の仕様は別紙図面のと おり と する 。  

 

 

第３ 章 運搬・ 据付 

 

第１ 節 一般事項 

 ( 1) 請負者は、 承諾さ れた設計図書及び工場での検査記録を も と に、 規定の許容差 

  内に正確に据付し なければなら ない。  

 ( 2) 据付に当たっ ては作業員の安全教育の徹底を 図り 、 機材、 足場、 地盤の状態及 

  び現場内の環境を 点検し 、 人身事故並びに施設損傷等の絶無を 期する と と も

に、 保安設備標識を 設け、 第三者への防災にも 万全の措置を 講ずる も のと す

る 。  

 

第２ 節 運 搬 

 ( 1) 請負者は、 各設備、 機器の現場搬入の方法、 時期について、 事前に監督員に輸 

  送計画書を 提出し 、 十分打合せを 行わなければなら ない。  

 ( 2) 請負者は、 各設備、 機器の運搬過程において変形・ 破損が生じ る こ と のないよ  

  う 荷造り を し なければなら ない。  

 

第３ 節 据付工事 

 ( 1) 据付に先立ち、 監督員の立合のも と に下部構造物の所定寸法及び位置の確認を  

  行う も のと する 。  

 ( 2) 仮設備用機材ま たは架設用機械等は使用条件を 十分検討し た設計を 行い、 特に 

  材質、 溶接等は十分慎重を 期する も のと する 。  

 ( 3) 現場施工で完成後の出来形確認が困難な箇所については、 あら かじ め監督員の 
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  確認を 受けてから 次の工程に移る も のと する 。  

 ( 4) 機器の配置は、 操作及び点検が容易なよ う に配置する も のと する 。  

 ( 5) 機器の据付に重機械を 使用する 場合は、 既設構造物に損傷を 与えないよ う に配 

   慮する こ と 。 万が一損傷を 与えた場合には、 監督員に報告する と と も に、 補修

工法を 打合せの上、 請負者の責任で原形に復旧する こ と 。  

 ( 6) 撤去工事によ り 搬出さ れる 機器等はすべて処分する も のと し 、 産業廃棄物処理

において有価材と なっ た場合は変更契約で内容を 整理する 。  

 ( 7) 機器設置にあ たり ､水槽内の堆積物等によ り 、 運転に支障が発生する と 想定さ

れる 場合には、 事前に吸引作業を 行い堆積物の除去を 実施する こ と 。  

 

 

第４ 章 提出図書 

 

第１ 節 承諾図書 

 請負者は、 契約締結後、 監督員が指定する 期日ま で、 次の承諾図書を 事前に提出

し 、 承諾を 得なければなら ない。  

 ( 1) 機器仕様書 

  ①機器製作、 機械単体品、 購入品等の規格・ 重量 

  ②自社製品以外のリ ス ト 、 メ ーカー、 仕様、 試験成績表 

  ③配管施工図及び材料計算書 

  ④ポン プ仕様書 

 ( 2) 施工計画書 

 ( 3) その他必要な図書 

 

第２ 節 完成図書 

 請負者は、 工事完了後に次に示す図書を 一括フ ァ イ ルし て完成図書と し 、 提出し

なければなら ない。  

 ( 1) 機器仕様書 

 ( 2) 据付仕様書 

 ( 3) 取扱説明書及び保守要領書 
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 ( 4) その他監督員の指示し た図書 

 

第３ 節 提出書類及び部数 

 提出書類 ・ ・ ・ 承諾図書、 完成図書、 工事写真等 

 提出部数 ・ ・ ・ フ ァ イ ル ２ 部 

         電子データ （ Ｕ Ｓ Ｂ 等）  ２ 個 

 

 

第５ 章 試験及び検査 

 

第１ 節 一般事項 

 ( 1) 試験及び検査は、 設計図書及び承諾図書によ り 実施する も のと する 。 なお、 諸 

  試験を 行う に当たっ ては、 あら かじ め試験実施要領等を 作成し 、 監督員と 打合

せのう え実施する も のと する 。  

 ( 2) 試験、 検査に要する 費用については請負者の負担と する 。  

 

第２ 節 現場検査 

 現場据付時において、 必要な検査があ る 場合には、 事前に監督員と 打合せの上、

実施する 。  
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令和8年度

由利本荘2期地区　畜産環境総合整備事業

G第０４１０１号工事

積　　算　　書

秋田県農業公社
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【工事価格内訳表】 由利本荘２期

G第０４１０１号工事

操作盤設備修繕 1 式

備　　考

備　　考

　　・工事価格

　　・消費税相当額(10%)

項　目　名 数　量 単位 金　額

　工　事　費

項　目　名 金　額
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No. 名称 仕様 数量  単位 単価 金額 備考

機器製作費

廃水処理操作盤 1 式 明細書１ －１

廃水処理操作盤 1 式 明細書１ －２

膜・ 凝沈操作盤  1 式 明細書２ －１

膜・ 凝沈操作盤  1 式 明細書２ －２

機械設備据付工  撤去 1 人

電工  撤去 2 人

機械設備据付工  更新 1 人

電工  更新 2 人

現場管理費 1 式

一般管理費 1 式

合計

改め

消費税 10 ％

総合計

内訳明細書

工事名・ 作業名   由利本荘２ 期地区 操作盤設備修繕
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明細書１ －１

No. 名称 仕様 数量 単位 単価 金額 備考

廃水処理操作盤

1 配線用遮断器 容量125A 1 個

2 漏電遮断器 容量20A 1 個

3 漏電遮断器 容量15A 2 個

4 漏電遮断器 容量50A 1 個

5 漏電遮断器 容量30A 3 個

6 漏電遮断器 容量5A 1 個

7 配線用遮断器 容量10A 1 個

8 電磁接触器 AC200V 7.5kw 用 1 個

9 電磁接触器 AC200V 2.2kw 用 1 個

10 電磁接触器 AC200V 1.5kw 用 6 個

11 電磁接触器 AC200V 0.75kw 用 4 個

12 電磁接触器 AC200V 0.4kw 用 2 個

13 電磁開閉器 AC200V SC－03 1 個

14 交流器 CC3L1 120/5 1 個

15 電流計 40A用 15A用 10A用 4 個

16 DO計 1 個

17 DOセンサー、 プロ ーブ  1 式

18 ph計 1 個

19 phセンサー 1 個

合計
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明細書１ －２

No. 名称 仕様 数量 単位 単価 金額 備考

20 低圧進相コ ンデンサ 150μF 1 個

21 低圧進相コ ンデンサ 50μF 2 個

22 低圧進相コ ンデンサ 40μF 3 個

23 低圧進相コ ンデンサ 30μF 2 個

24 低圧進相コ ンデンサ 20μF 2 個

25 単相腹巻ト ラ ンス WTP-50B WTP-50A 2 個

26 電源ラ イ ン 用EMCフィ ルタ RSEL-2003W 1 個

27 照光セレ ク タ ス イ ッ チ ASLS3QM20DNG 13 個

28 照光セレ ク タ ス イ ッ チ ASLS2QM20DNG 2 個

29 集合表示灯 1 個

30 押し 釦ス イ ッ チ ABS110N 1 個

31 リ レ ー 接点4極 AC24V 1 個

32 リ レ ー 接点2極 AC24V 3 個

33 リ レ ー 接点2極 AC200V 4 個

34 タ イ マー H3YN-4 AC24V 3 個

35 タ イ マー H3YN-2 AC24V 1 個

36 タ イ マー H3CR-F8 AC100～240V 7 個

37 タ イ マー H3CR-A AC100V～240V 2 個

38 24時間タ イ マー TB15601K 4 個

合計
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明細書２ －１

No. 名称 仕様 数量 単位  単価 金額  備考

膜・ 凝沈設備操作盤

39 配線用遮断器 容量30A 1 個

40 配線用遮断器 容量10A 4 個

41 漏電遮断器 容量20A 2 個

42 電磁接触器 AC200V 0.75kw 1 個

43 電磁接触器 AC200V 0.4kw 1 個

44 電磁接触器 AC200V 0.2kw 5 個

45 電磁接触器 AC100V 0.1kw 2 個

46 低圧進相コ ンデンサ 30μF 1 個

47 低圧進相コ ンデンサ 15μF 6 個

48 変圧器 BR2-2405 2 個

49 変圧器 WTP-50A 1 個

50 電源ラ イ ン 用EMCフィ ルタ RSEL-2003W 1 個

51 照光セレ ク タ ス イ ッ チ ASLS3QM20DNG 8 個

52 照光セレ ク タ ス イ ッ チ ASLS2QM20DNG 2 個

53 集合表示灯 1 個

54 集合表示灯 1 個

55 押し 釦ス イ ッ チ ABS102N 1 個

56 押し 釦ス イ ッ チ ABS110N 3 個

合計
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明細書２ －２

No. 名称 仕様 数量 単位 単価 金額 備考

57 ブザー BM220 1 個

58 リ レ ー 接点4極 AC24V 3 個

59 リ レ ー 接点2極 AC24V 3 個

60 リ レ ー 接点4極 AC200V 5 個

61 リ レ ー 接点2極 AC200V 10 個

62 タ イ マー 0.1～10ｍ AC24V 1 個

63 タ イ マー 10m in AC200V 1 個

64 タ イ マー 10sec DC24V 2 個

65 タ イ マー H3CR-F8 2 個

66 タ イ マー H3CR-F8N 1 個

67 タ イ マー H3CR-A8 1 個

68 フ ロ ート レ ス リ レ ー 61F-LS-CP11-NRA 1 個

69 パワ ーサプラ イ 出力DC24V 15W 1 個

70 風量計 1 個

71 定流量弁 1 個

合計
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Ａ Ｐ Ｐ ． 承認

Ｃ Ｈ Ｋ ． 検図

Ｄ Ｓ Ｎ ． 設計

Ｄ ＷＧ ． 製図

群 立  機 器  株 式 会 社

SCALE. 　 縮　 尺

Ｄ Ｗ． Ｎ Ｏ ． 図　 番 Ｕ Ｓ Ｅ Ｒ

納入先

Ｔ Ｉ Ｔ Ｌ Ｅ

名　 　 称

HY-HA-1

G349-HY-1

東由利堆肥セ ン タ ー　 様

廃水処理施設 　 機器配 置配管図
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撹拌
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